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１ なかい教育ビジョンとの位置づけ 

   令和８年３月に、新たに「なかい教育ビジョン」を策定し、今後 10年間の教育

の指針を明確にした。教育大綱は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」第１条及び「なかい教育ビジョン」に基づき、今後５年間の教育の総合的な

施策を示すものになる。 

   今回、国の動向や町の教育の実態等を踏まえ、これからの中井の教育をよりき

め細かに進めていくため、教育大綱も大きく見直すこととした。 

 

２ ６つの柱から学校教育６＋生涯学習５の柱へ 

      これまでの教育大綱           新しい教育大綱 

 ○学校教育 

  １ 生きる力を育む人づくり      Ⅰ 学びの追究 Plan 

   ・授業力改善、教職員の指導力向上   １ 授業追究 

   ・ＧＩＧＡスクール             ２ ＧＩＧＡスクール 

   ・園小中連携                          ３ 園小中連携 

   ・インクル、外国籍、障がい等支援   ４  外国語教育 

   ・外国語教育の充実          ５ 食育 ※新規 

                      ６ 読書活動 ※新規 

  ２ 安全で安心な園・学校づくり    Ⅱ 外国籍の子どもの学び安心 Plan 

   ・いじめ、不登校未然防止、教育相談  １ 国際教室 

   ・感染防止対策 ※削除        ２ 外国籍児童・生徒保護者連携 

   ・安全教育、防災教育                ※新規 

   ・長寿命化、施設の充実 

   ・関係機関との連携、体制づくり     ※ビジョンにはないが、Ⅲに反映 

                         

３ 子ども、子育て支援        Ⅲ 心の成長＆支援 Plan 

   ・子育ての経済的負担の軽減      １ ともに学ぶ 

   ・家庭教育力の向上          ２ 不登校対応 ※いじめと分離 

                      ３ いじめ等対策 

  ４ 児童・生徒の多様な教育的     Ⅳ 地域とスクラム Plan 

ニーズに対する教育環境づくり     １ コミュニティスクール 

   ・土曜学習の推進           ２ 人材バンク活用 ※新規 

   ・コミュニティ・スクールの充実    ３ 学校安心・安全 

   ・部活動の地域移行          ４ 部活動地域展開 

Ⅴ  未来の学校あり方 Plan 

 １ 未来予想図進行 ※新規(施設含む) 

Ⅵ 教員の働き方改革の推進 Plan 生涯

学習Ⅰ ２ 青少年健全育成へ   １ 教育ＤＸ等 ※新規 



 ○生涯学習 

  ５ 青少年健全育成の充実       Ⅰ 豊かな人づくり Plan 

   ・青少年活動の推進                    １ 人権意識啓発 

   ・児童・生徒の善行奨励の推進     ２ 青少年健全育成 

                      ３ ふれあい交流 

                      ４ みんなでつながる 

  ６ 生涯学習体制づくり        Ⅱ 伝統文化継承 Plan 

   ・コミュニティづくりの推進      １ 文化芸術活動促進 

   ・地域学校協働活動の推進       ２ 郷土文化・資源の継承 

   ・郷土文化の継承、文化財保護      

   ・人権意識の啓発 

   ・スポーツへの参加促進、機会の提供 

   ・読書活動の推進 

   ・井ノ口公民館の活性化 

                     Ⅲ スポーツ振興 Plan 

                      １ スポーツの自主的参加促進 

                      ２ 部活動地域展開（再掲）※新規 

                     Ⅳ 読書のまち Plan 

                      １ 読書活動いっぱい 

                      ２ 蔵書管理ＤＸ ※新規 

                     Ⅴ 生涯学習施設整備・活用 Plan 

                      １ 生涯学習センター建設検討※新規 

                      ２ 井ノ口公民館活用 

                      ３ 境コミュニティセンター活用 

                      ４ 社会体育施設の活用 

 

 ◇６つの柱から学校教育６＋生涯学習５の柱にした理由 

  ①学校教育も生涯学習も、今の時代に求められるものが変わったり、よりきめ細 

かな施策が求められるようになったりした。 

 例：生きる力を育む人づくりでまとめていたものを、授業等に係るもの、子 

どもたちへの支援、地域との連携に分けて整理した。 

  ：生涯学習の体制づくりの多様化を踏まえ整理した。 

  ：部活動の地域展開、働き方改革などの新規のものを位置づけた。 

  ：食育・・・今までなかったことが課題。新たに位置づけた。 

  ②中井町の特徴やこれから町全体で取り組むもの 

    例：外国籍の児童生徒の支援、生涯学習施設建設、学校のあり方の検討、 

ＤＸによるシステム化等 

     ：学校評価で読書活動が毎回課題となっているので新規に位置づけた。 

     ：地域とのつながりをより充実させるため、地域の人材の活用を新たに位 

置づけた。 

  ③なかい教育ビジョンとの整合    


